



















鈴木 (1973)、国広哲弥（1990）、田窪 (1997) 等の研究がある。英語では Brown 











呼称の方略について、Braun (1988) は呼び方三分類：① 代名詞による
呼び方（Pronouns of address)； ② 動詞形の呼び方（Verb forms of address）;






















表 1 日本語、中国語、英語の人称代名詞 










中国語 我们(謙称) なし 我・我们・咱们 なし 
英語 We(謙称) なし I・we なし 
2 人称 
日本語  あんた あなた、「自分」 きみ・おまえ・貴様 
中国語 您･您们 なし 你・你们 なし 
英語 Thou(昔) なし You・You なし 
3 人称 
日本語  彼女 彼ら 彼 
中国語 Tan(昔) 她 他们 他 

























呼称の方略について、Braun (1988) は呼び方三分類：① 代名詞による
呼び方（Pronouns of address)； ② 動詞形の呼び方（Verb forms of address）;






















表 1 日本語、中国語、英語の人称代名詞 










中国語 我们(謙称) なし 我・我们・咱们 なし 
英語 We(謙称) なし I・we なし 
2 人称 
日本語  あんた あなた、「自分」 きみ・おまえ・貴様 
中国語 您･您们 なし 你・你们 なし 
英語 Thou(昔) なし You・You なし 
3 人称 
日本語  彼女 彼ら 彼 
中国語 Tan(昔) 她 他们 他 
































ものもある。例えば“Your Majesties” 両陛下、“His Majesty” (the Emperor) (皇
帝) 陛下、“His Britannic Majesties” 英国王陛下、“His (Her) Most Gracious 
Majesty”国王(女王) 陛下などは王・女王・皇帝・天皇・皇后・皇太后など
に対する敬称である。｢閣下｣にあたる“Your Excellency”､“ His (Her) 
Excellency” (間接に指して)､“Their Excellencies”(間接に２人以上を指して)
などは総督・大臣・大使・知事・大司教・司教のような高官・高僧に対す
る敬称である。ほかに、“Your Highness” (殿下)､“Your Holiness”(聖下―ロ－
マ法王に対して)等の呼び掛け尊称、敬称がある。 




英語で教わる“you”attitude の考え方であって、you や your や yours を文
頭や文中の重要な場所においたりするのも、その手法の一つである。｣ 
(大杉邦三の『英語の敬意表現』(1985：51-52)) 
(1) “You are cordially invited to a reception to be held on …at…” (上掲書 p.52) 






(2)“You are not supposed to smoke here.” (上掲書 p.52) 
(3)“Ladies and gentlemen、 this is a non―smoking area.” (上掲書 p.52) 
you を格納した｢ここでは禁煙です。｣をずっと｢敬意的｣に伝えることに
なる。your や yours についても同様である。また（４）は you が全くない、
“What do you want? ”より、“is there”より“will there be”の方がいっそう丁寧
である。 
(4) “Will there be (Is there) anything else、sir(ma’am)?” (上掲書 p.51) 
We を I や you の代わりに使うと｢敬意的｣なることがある。医師が入院患
者に（５）のように容態を聞くのは、you を使った普通の聞き方より｢敬
意的｣で、患者の苦しみを分かち合う気持が出ている(hospital “we”)。 
(5) “How are we feeling this morning、Mrs. Hill? ” (ヒルさん今朝はいかが
ですか) (上掲書 p.52) 
また親や教師が小さい子供に対して、（６）のように言うのは“Now, you 
must be a good boy.”より子供と境遇をともにして改善しようとする気持が
あらわれている(paternal“we”)。 
(6) “Now, we must be a good boy.” (さあ良い子になるんだよ。) 




(7)“May we have the lights (on) please?” (電灯をお願いします) 
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⑦ 姓+名＋敬称 例えば：“李文老师”(李文先生)、“张品大夫”（張品医者）等 
⑧ 老(小･大)＋姓 例えば：“老李”、“小张”、“大张”等 












英語の場合、John, Mary などと first name で呼ぶのではなく、last name (姓)
に Mr., Ms., Miss (最近では Ms)などを付けることによって尊敬を表す。 
① Title + Last Name 
称号として使われるものに Professor, Dr., President, General, Colonel のよ
うに職業に関するものと Mr., Mrs., Miss それに Miss と Mrs の両方に使え
るようになったウーマン・リブの所産 Ms.など敬称がある。 
② Last Name 
Last name は first name で呼ぶほど親しくはないが、敬称をつけるほど丁
寧に言う必要のない時に用いられる。アメリカの学生は大学の教授を呼ぶ
のに Mr.+last name と言うことが多い。  
③ First name or Nicknames 
First name あるいは Nicknames は最も一般的に呼ばれる形である。形式
的でなく、中味で親しく暖かい人間のふれあいを大事にする人々によって
よく使われる呼び方である。 




職場などで上司に向って Mr.や Ms.をつけ、逆に上司が部下に対して First 
name (ときには last name で呼び捨て)で呼びかけることは、一般に知られて
いる。 
 






中国語では“先生”､“部长”､“市长”等を英語では Doctor, President, Mayor や
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ものに、lady と lord がある。“Lady Superior”(女王様)、“Lady Thatcher”(BBC
放送で英国のサッチャー前首相に対して使われていた表現 )、 “Lord 
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英語では、上位の親族に対しては Dad (お父さん)、Grandma (おばあちゃ
ん)、Grandfather (お爺さん)、Uncle (おじさん)、Aunt (おばさん)、Grandson 
(孫)、Nephew (甥)、Cousin(いとこ)、Mother-in-law, Father-in-law, Sister-in-law, 




表 2 中国語の呼称 （贾玉新，1997:336-338 の表を参照した） 


















妻室 賎内、老婆、内人 尊夫人、令妻 
我(你)爱人、妻子、太太 
夫人 








学生 晚生、学生   
师辈 卑职(卑職) 老师、教授、先生、老先生 教师(教師) 





















家 舍下(拙宅)、寒舍、陋室 尊府、贵府、府上 我家、你家 
工作(仕事) 卑职(小職) 尊职(尊職) 我的工作、你的工作 
处所 敝处 贵处(貴ところ) 我那儿、你那儿、我处、你处
单位(職場) 敝公司、敝校 贵公司(貴公司)、贵校、贵国 我公司、你公司 
作品 拙著、拙作 大作、佳作、杰作 我的论文、我的文章 
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２．９ 愛情の呼びかけ(Forms of Endearment) 
英語の honey、darling、dear 等は、夫婦･恋人･親子・兄弟姉妹等親しい間
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２．１２ 抽象名詞としての呼称（Abstract nouns of address） 
これは呼び掛けられる者のある抽象品質と相関する名詞を指す。例えば英
語の(your) “Excellency”, (your)“Grace”, (your) “Honor”,（His・Her）“Highness”






























２ ． １ ６  “ 転 用 さ れ る 呼 称 ” （ defining addresses by expressing the 
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表 3 日本語、英語、中国語の呼称の比較 
構   成 日本語 中国語 英語 
敬称 (Mr.)＋姓、 × × ◎ 
敬称 (Mr.)＋官職、称号 (Chairman) × × ◎ 
称号 (Professor)＋姓 × × ◎ 
姓 (呼び捨て) ◎ × ◎ 
姓＋官職、称号 (先生) ◎ ◎ × 
姓＋敬称 (さま・さん、同志) ◎ ◎ × 
姓＋老 × ◎ × 
姓＋親族称号 (“李大爷”・ “王大娘”等)  × ◎ × 
姓名＋敬称 (“王芳女士”・ “李井先生”) × ◎ × 
名 (呼び捨て)、ニックネーム ◎ ◎ ◎ 
名＋敬称 (さま・さん・ちゃん、“小平同志”) ◎ ◎ × 
名＋官職、称号 (先生)、職業 ◎ ◎ × 
小＋姓 × ◎ × 
小＋名  × ◎ × 
名＋名 × ◎ × 
老＋敬称・官職・称号・親族・職業 × ◎ × 
老＋姓、大＋姓 × ◎ × 
第二人称敬称“您” × ◎ × 
第三人称敬称 (あのお方・あちら) (“他老人家”) ◎ ◎ × 
“您”＋敬称 (“您老人家”) × ◎ × 
敬意を持って人を数える量詞“位” ＋敬称 ( “各位先生”(皆さん(方)) × ◎ × 
官職、称号 (社長、先生) ◎ ◎ ◎ 
官職、称号＋敬称 (社長さん) ◎ ◎ × 
職業名 (運転手) ◎ ◎ ◎ 
職業名＋敬称 (運転手さん) ◎ ◎ × 
職業名＋親族名称 (“警察叔叔”) × ◎ × 
Your／Their ／His／Her＋敬称 (Majesty) × × ◎ 
Sir, ma’am madam など (先生、夫人、女士) ○ ◎ ◎ 
Father (＋姓) × × ◎ 
Sister (＋religious name) × × ◎ 
親族名称 (母親・父親) ◎ ◎ ◎ 
親族敬称 (令尊・令愛) ◎ ◎ × 
親族謙称 (家内・愚妻) ◎ ◎ × 
親族名称＋敬称 (父上､“父母大人”) ◎ ◎ × 
親族敬称＋敬称 (“令尊大人”) × ◎ × 
“您”＋親族名称 (“您父母”)  × ◎ × 
ご＋親族敬称 (ご尊父) ◎ × × 
美称 ( “賢弟”､“賢姪”､“賢婿” ) × ◎ × 
婉称 ( “尊顔”(通用)､“威顔”(男性長者)､“慈顔”(女性長者) ) × ◎ × 
親族名の応用名称 ◎ × ◎ 
お・ご＋親族名称 ＋さん・ちゃん（お母さん） ◎ × × 
人間関係を表す呼びかけ(先輩（“前辈”）、“同志”) ◎ ◎ × 
愛情の呼びかけ ◎ ◎ ◎ 
愛称 ◎ ◎ ◎ 
動詞形に表された呼び方 ◎ ◎ ◎ 
｢転称」 ◎ ◎ × 
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(13) A： “Excuse me, if you could hold the door open for me,I would really appreciate it.” 
(すいません、もしドアを開けて下さると、大変助かるのですが。) 
(对不起、能帮我打开门吗？我会很感激您的。) 
 B： “No problem. ”(もちろんですよ.) (没问题。) 
こう丁寧に言われては、断る人はまずいないだろう。ところが、もし次の
ように丁寧表現ぬきで言ったら、いい結果にはならないだろう。 
(14) A： “Excuse me, open the door for me.” 
(すみません、ドアを開けなさい.)（对不起，打开门。) 











がよく使われる。英語では First name 等の呼称がよく使われる。 
なお、異なる言語間において、一方の言語では丁寧であり、他方ではそう
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(13) A： “Excuse me, if you could hold the door open for me,I would really appreciate it.” 
(すいません、もしドアを開けて下さると、大変助かるのですが。) 
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がよく使われる。英語では First name 等の呼称がよく使われる。 
なお、異なる言語間において、一方の言語では丁寧であり、他方ではそう
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